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で満たされた空洞であった．この空洞を fibrin glue, 












































た． ！｜頂に改善度が優れ，特に G 群では退院後も若干の機
2）入院時 GCSの悪レものほど，また意識障害の 能改善を認める傾向を示したものの， P群では退院後
持続の長いものほど予後不良であった． にやや悪化する傾向を示した.p群をさらに詳しく検



































































常ないが，最大回施させると10--20秒で失神しそうに 要した l伊jを除き全例社会復帰してL、る C5ーCB の
なる どれか一本の神経根の weaknessを来したものが6例
右椎骨動脈撮影で頭部を左に回旋させると C2 の あった．
transverse foramenの部位で狭窄が出現し60度程度で 代表的症例を呈示して，基本的に脊椎の支持性の保















い. (C2 neurinoma, C4 neurinoma, C2 chordoma, C3 








































































































































うな pinocytoticv由民leは認められなかった Stromal 
celには vimentin陽性の intermediatefilamentが観察






















































































































































































































































































治療としては medroxyprogesterone acetate, 
cyproterone acetate等が従来から用いられてきたが，
最近long-actingの LHRH-analogが開発され，それは
極めて満足すべき結果と報告されている．すなわち
LH, FSHの基礎値の正常化と共に， LHRHに対する
過剰反応も消失する
しかしその効果が不十分な場合，特に笑い発作．て
んかん，精神障害が薬剤治療で効果が無い場合には
hamartoma切除術の適応が生れるかも知れない．
いずれにしろ，これは neoplasmで、はなく，奇形で
あるから，あくまで症状に対する対症療法である．し
たがって可及的安全，確実な方法で行うべきであろう．
